
令和８年４月１日 

堺市立晴美台中学校 いじめ防止基本方針
１ いじめに対する基本認識 

本校では「自分」と「人」を大切にする豊かな人権意識を持った生徒の育成を目ざしている。 

そして「いじめはどの学校でも、どの学級でも、どの生徒にも起こり得る」という認識をすべて

の教職員が持ち、きめ細かい生徒観察をし、いじめ事象があった場合は速やかに対応する。 

（1）いじめは人権侵害・犯罪行為であり、「いじめを絶対に許さない」学校をつくる。 

（2）いじめられた生徒の立場に立ち、出来る限りの支援を行い、絶対に守り通す。 

（3）いじめた生徒に対しては、毅然とした対応と粘り強い指導を行う。 

（4）保護者との信頼関係づくり、地域や関係機関との連携協力に努める。 

２ 未然防止に向けて 

「自分」と「人」を大切にする人権尊重の精神に基づく教育活動を展開するとともに、生徒たち

による主体的ないじめ防止活動を推進する。 

（1）いじめ根絶に本気で取り組む姿勢を生徒に示し、生徒がいじめ問題を自分のこととして考 

  え、自ら活動できる集団づくりに努める。 

（2）道徳・特別活動をとおしてお互いの人格を尊重する態度を養うとともに、規範意識や社会 

 性の向上に取り組む。 

（3）学校生活での悩みの解消を図るために、スクールカウンセラー等を活用する。 

（4）教職員の言動でいじめを誘発・助長・黙認することがないよう細心の注意を払う。 

（5）常に危機感をもち、いじめ問題への取組を定期的に点検して、改善充実を図る。 

（6）生徒理解、発達課題等の障害などに関する教員研修の充実、いじめ相談体制の整備及び点

検、相談窓口の周知徹底を行う。 

（7）地域や関係機関と定期的な情報交換を行い、日常的な連携を深める。 

（8）授業についていけない焦りや劣等感などが過度なストレスとならないよう、－人ひとりを

大切にした授業づくり等、日々の授業の改善・工夫を図る。

（9）保健の授業や教育相談等を通じて、ストレスを感じた場合でも、それを他人にぶつけるの

ではなく、運動・スポーツや読書などで発散したり、誰かに相談したりすることにより、

ストレスに適切に対処できる力を育てる。

(10) 学級活動や道徳等の学習と関連させながら、生徒が悩みを抱えたときの助けの求め方（Ｓ

ＯＳの出し方）に関する教育の推進を図る。

３ 早期発見に向けて 

いじめに関する情報収集 

いじめは、大人の目の届きにくいところで発生しており、学校・家庭・地域が全力で実態把握に

努める。 

（1）生徒のいじめを疑う。（きめ細かい生徒観察等） 

（2）生徒の声に耳を傾ける。（アンケート調査、教育相談等） 

（3）生徒の行動を注視する。（きめ細かい生徒観察、ネットいじめ防止プログラム等） 

（4）保護者と情報を共有する。（電話・家庭訪問、PTAの会議等） 

（5）地域と日常的に連携する。（地域行事への参加、関係機関との情報共有等） 

～生徒の責務～ 

・すべての生徒は、いじめをおこなってはならない

・すべての生徒は、いじめを認識しながらこれを放置してはならない

・すべての生徒は、いじめが心身に及ぼす影響その他のいじめの問題に関する理解を

深めなければならない



 いじめ相談体制の確立 

 生徒及び保護者がいじめに係る相談を行うことができるよう、相談体制を整備する。 

  (1) スクールカウンセラーの活用（毎週水曜日） 

  (2) いじめ相談窓口の設置（生徒相談室・心の相談室・保健室） 

<関係機関一覧> 

子ども電話教育相談「こころホーン」(教育センター） 072-270-5561 24時間対応 

ソフィア教育相談（教育センター） 072-270-8121 火～土 9:00～17:30 

ふれあい教育相談（教育センター） 072-245-2527 火～土 9:00～17:30 

いじめ相談窓口（教育委員会 生徒指導課） 072-228-7436 月～金 9:00～17:30 

堺市子ども相談所 072-245-9197 月～金 9:00～17:30 

南区子育て支援課 072-290-1744 月～金 9:00～17:30 

南堺警察署 072-291-1234 24時間対応 

 

４ 早期解決に向けて 

いじめ問題が生じたときには、詳細な事実確認に基づき早期に適切な対応を行い、関係する生徒

や保護者が納得する解消をめざす。 

（1）いじめられている生徒や保護者の立場に立ち、詳細な事実確認を行う。 

  a １つの事象にとらわれず、いじめの全体像を把握する 

  b 複数名で聞き取りを行う 

  c いじめた生徒がいじめられた生徒や通報者に圧力をかけることのないよう配慮する 

（2）学級担任等が抱え込むことのないように、速やかに学校全体で組織的に対応する。 

  a 対応チームのメンバーについては、適切な対応ができるよう柔軟に構成する 

  b 指導のねらいを明確にし、全教職員の共通理解を図る 

  c 状況に応じて関係機関との連携を図る 

  d 法を犯す行為に対しては、早期に警察等に相談して協力を求める 

（3）校長は事実に基づき、生徒や保護者に説明責任を果たす。 

  a いじめられた生徒と保護者には対応の説明をし、不安な点を聞き取り、対応策を示す 

  b いじめた生徒の保護者に速やかに事実を説明し、指導や措置への理解を得るようにする 

（4）いじめをした生徒には、行為の善悪をしっかり理解させ、反省・謝罪をさせる。 

  a 学校による指導で改善が見られない場合、懲戒や出席停止等適切な措置を講じる 

（5）謝罪後も、いじめが解消しているか、継続的に本人・保護者と連絡を行い確認する。 

  a チームによる見守りや定期的な面談、家庭連絡を行う 

（6）いじめられた生徒が落ち着いて教育を受けられる環境の確保に努める。 

  a スクールカウンセラーや関係機関につなげ、心のケアを行う 

 (7) 指導記録等を確実に保存し、生徒の進学・進級・転学にあたって、適切に引継ぎを行う。 

 

５ いじめアンケート調査の実施 

１学期、２学期、３学期の計３回、いじめアンケート調査を実施する。 

また、いじめ問題が生じたときには、必要に応じ、いじめアンケート調査を実施し、早期に適切

な対応を行う。 

 

６ 「校内いじめ対策委員会」の設置及び「校内研修の実施」 

 校長、教頭、生徒指導主事、学年主任、学年生徒指導担当、養護教諭、スクールカウンセラーを

構成員とし、「校内いじめ対策委員会」を設置する。 

本委員会において、いじめ防止に向けた取組についての定期的な点検を行うとともに、必要に応

じて見直しを図るなど、学校の実情に応じ、いじめ防止に向けた取組の工夫改善に努める。 

 

【いじめに対する措置】 

（1）いじめを発見・通報を受けた教職員は「校内いじめ対策委員」に直ちに情報を共有する。 

  また、直ちに「校内いじめ対策委員会」を開き、適切に対応する。 



（2）当該組織が中心となり、速やかに関係児童生徒から事情を聴き取るなどして、いじめの事

実の有無の確認を行う。 

（3）いじめの問題等に関する指導記録を保存し、児童生徒の進学・進級や転学に当たって適切

に引き継いだり情報提供したりできる体制をとる。 

（4）必要に応じて、心理や福祉の専門家、弁護士、医師、教員・警察官経験者など外部専門家

等が参加しながら対応する。 

  また、いじめ問題への対応として、校内研修を実施する。 

 

【重大事態への対処】 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・委員会メンバーが中心となって個別に事実確認を行う。 

・生徒指導主事が情報を整理しまとめる。 

・学校長が教育委員会に報告する。 

・保護者への連絡は家庭訪問で行う。 

・教育委員会とも連携し対応策を協議する。 

・生徒や保護者から「いじめにより重大な被害が生じた」と申し立てがあったときは、速やに 

 報告・調査にあたる。 

文部科学省「重大事態対応フロー図」参照 

 

７ ネット上のトラブル対応について 

携帯電話の普及に伴い、携帯電話の SNSを利用したいじめなどについては、より大人の目に触れ

にくく、発見しにくいため、中学校１年生を対象にネットいじめ防止プログラムを開催し、ネット

上のトラブルの未然防止に努める。なお、保護者においてもこれらについての理解を求める。また、

生徒が悩みを抱え込まないよう、法務局・地方法務局におけるネット上の人権侵害情報に関する相

談の受付など、関係機関の取組についても周知する。 

さらに、ネット上の不適切な書き込み等については、被害の拡大を避けるため、直ちに削除する

措置をとる。必要に応じて、法務局又は地方法務局の協力を求める。なお、生徒の生命、身体又は

財産に重大な被害が生じるおそれがあるときは、直ちに南堺警察署に通報し、適切に援助を求める。 

 

８ いじめ防止対策における留意事項 

（1）けんかやふざけあいであっても、見えないところで被害が発生している場合もあるため、

背景にある事情の調査を行い、生徒の感じる被害性に着目し、いじめに該当するか否かを

判断するものとする。 

（2）いじめを知らせてきた生徒の安全は十分に確保すること。 

（3）いじめの状況に応じて、心理的な孤立感・疎外感を与えないよう一定の教育的配慮のもと、

特別の指導計画による指導のほか、警察との連携による措置も含め、毅然とした対応をす

ること。 

～重大事態～ 

・いじめにより当該学校に在籍する児童等の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた 

 疑いがあると認めるとき 

・いじめにより当該学校に在籍する児童等が相当の期間学校を欠席することを余儀なく 

 されている疑いがあると認めるとき 

＊「生命、心身又は財産に重大な被害」は、いじめ被害を受けた児童等の状況に着目し 

 て判断する。 

 (例) 児童生徒が自殺を企図した場合 

    身体に重大な被害を負った場合 

    金品等に重大な被害を被った場合 

    精神性の疾患を発症した場合 

＊「相当の期間」は年間３０日を目安とする。ただし、一定期間、連続して欠席してい 

 る場合は学校又は教育委員会の判断により、迅速に調査にあたる。 

 



（4）いじめを見ていた生徒に対しても、自分の問題として捉えさせる。たとえ、いじめを止め

させることはできなくても、誰かに知らせる勇気を持つよう伝えること。 

（5）特に配慮が必要な生徒については日常的に適切な支援を行うとともに、保護者との連携、

周囲の生徒に対する必要な指導を組織的に行う。 

 ・発達障害を含む、障害のある生徒 

 ・海外から帰国した生徒，外国人，国際結婚の保護者をもつ生徒 

 ・性同一性障害や性的指向・性自認に係る生徒 

 ・東日本大震災の被災生徒又は原子力発電所事故により雛している生徒  

（傍観者への対応） 

（6）いじめで、はやしたてるなど同調していた児童生徒に対しては、それらの行為はいじめに

加担する行為であることを理解させること。 

（観衆への対応） 

（7）学校評価においては、いじめの有無やその多寡のみを評価するのではなく、問題を隠さず、

いじめの実態把握や対応が促されるよう、生徒や地域の状況を十分踏まえた目標の設定や、

目標に対する具体的な取組状況や達成状況を評価し、学校は評価結果をふまえ、改善に取

り組むこと。 

（8）教員評価においては、いじめの問題に関する目標設定や目標への対応状況を評価する。 

いじめの有無やその多寡のみを評価するのではなく、日頃からの生徒理解、未然防止や早

期発見、いじめが発生した際の問題を隠さず、迅速かつ適切な対応、組織的な取組等が評

価されるよう、留意すること。 

 

 いじめ防止に関する年間指導計画（案） 

月 

学校行事等 いじめ防止に関する取組 

と点検・評価 

教科との 

関連 

担当者等 連携する 

関係諸機関 

外部専門家 

４ 

始業式 

授業参観 ＰＴＡ総会 

家庭訪問 

学級開き「楽しいクラスづくり」 

校内いじめ対策委員会（毎月開催） 

 

特別活動 

 

 

各担任 

生徒指導主事 

 

 

ＳＣ 

 

５ 修学旅行 身体測定中学     

６ 

校外学習  

各種検診  

校区健全育成協議会 

期末テスト 

教育相談① 

いじめアンケート① 

 各担任 

各担任 

 

ＳＣ 

 

７ 
三者懇談会 

小中三校合同研修 

三者懇談会での聞き取り点検 

情報交換 

 

 

各担任 

小中推進・研修 

 

８ 
夏季休業 生徒会のつどい  生徒会担当 校長会 

市教委 

９  教育相談②  各担任 ＳＣ 

１０ 中間テスト 体育大会 デートDV防止授業 道徳 担当学年 ＰＴＡ 

１１ 

文化活動発表会 

期末テスト 

生徒による発表 

ネットいじめ防止プログラム 

いじめアンケート② 

総合的な学

習の時間    

生徒会担当 

生徒指導主事 

各担任 

 

市教委 

１２ 

三者懇談会 

 

いじめ防止授業 

学校教育アンケート 

三者懇談会での聞き取り点検 

道徳 

 

各学年 

管理職 

担任 

 

１ 
 

 

教育相談③ 

いじめアンケート③ 

 

 

各担任 

各担任 

ＳＣ 

２ 学年末テスト いじめ防止に関する研修会  研修主任 ＳＣ 

３ 
卒業式 

修了式 

学校評価  学校評価委員  



いじめ対応フローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

               校内いじめ対策委員会 

                    

               調査方針・分担決定 

 

              調査・報告・事実関係の把握 

 

            共有                                     報告 

 

                                    指示 

                                    支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

    

 

 

 

 

 

 

 

 

【外部情報】（例） 

・家庭、PTA、地域 

・関係機関 

・ネットパトロール 

【内部情報】（例） 

・教職員の気づき 

・生徒の気づき 

・アンケート、教育相談 

 

いじめの可能性発見 

 
いじめと認定 

認 教育委員会 職員会議 

重大事案 学校対応事案 

指導方針の決定 

指導体制の編成 

関係機関との連携 

再調査 

 

 

□保護者への説明 

□被害側生徒の保護・支援 

□加害側生徒への指導 

□謝罪等の調整と再発防止 

 の徹底に向けて協力依頼 

□全校生徒への指導 

□教育委員会への報告 

□学校支援チームの要請 

□調査機関（第３者）の立ち 

 上げ 

□保護者説明会・全校集会 

□報道対応 

 

継続指導・再発防止 

□被害側生徒へのケア 

□加害側生徒への指導・支援 

□観衆・傍観者への指導 

□生徒観察（複数の教員で実施・校内で共有） 

□定期的な家庭への連絡と情報共有 

□生徒へのアンケート実施 

□教育相談実施 

□地域・PTA・関係機関との連携 

□いじめの解消確認 

 （いじめ行為 3か月なし、心身の苦痛なし） 

 

□いじめアンケート・教育相談・共有 

□人権教育・道徳教育の充実 

□わかる授業の実践（授業改善） 

□いじめを許さない毅然とした指導 

□いじめ防止・生徒理解の教職員研修 

□指導方針の見直しと共有 

□要配慮生徒への支援体制の構築 

□相談窓口の周知 

□保護者への啓発・研修 

□地域・PTA・関係機関との連携 

 

継続指導・経過観察 再発防止・未然防止 

・自殺を企図 

・身体に重大な傷害 

・金品等に重大な被害 

・精神性の疾患を発症 



長期欠席生徒への配慮項目 

【日常的な支援・配慮】 

 

□ 生徒や保護者がどのような支援を求めているかの把握に努める 

□ 学校の様子を定期的に伝える（学校だより・学年通信・学級通信などを届ける等） 

□ 生徒や保護者の負担にならない頻度で電話をしたり迎えに行ったりする 

□ 生徒が学校に来られそうな機会（行事等）に参加できるよう配慮をする 

□ 懇談会、各種説明会などの情報を、随時家庭に知らせる 

□ 学習プリントや教材を、随時家庭に届ける 

□ 生徒用パソコン等を届け、ドリルパークの活用や担任とのオンラインでのやり取り等に 

 ついて紹介したり指導したりする 

□ 友人関係改善のための働きかけや指導を行う 

□ 教室に入りやすい温かな学級の雰囲気づくりに努める 

□ 相談に乗るなどして、教師と生徒との人間関係を築くよう努める 

□ 家庭に協力を求め、生活習慣等の改善を図る 

□ 授業方法の改善や個別指導など授業が分かるように工夫する 

 

【学校全体で進める取組】 

 

□ 教職員、スクールカウンセラー等、学校全体で生徒の情報を共有する 

□ 教職員研修や事例検討等を通じて不登校への理解を深める 

□ 保健室や別室等、教室以外の居場所や対応する人員を確保する 

□ 支援会議を行い、支援の方向性について検討する 

□ 生徒や保護者と話した内容や支援の状況を記録する 

□ 教育センター、適応指導教室等と連携し、保護者や生徒とつなげる 

□ 病院等の医療機関と連携して指導にあたる 

 


